
 

 

 

 

 

２２２22 qqga 

４月１９日に全国学力・学習状況調査と佐賀県小・

中学校学習状況調査が実施されました。今年度の

調査問題では，過去に指摘された課題について問う

問題が全体の約３割程度出題されていました。この

調査により，子どもたちの学力や学習の状況，課題

等を把握することができます。また，調査問題そのも

のに込められたメッセージを確認することで，学習指

導の改善・充実に生かすことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学力向上のためには，対象学年だけでなく，学校全体での組織的・継続的な取組によって改善を図っていくこと

が大切です。互いに高め合いながら共通理解・共通実践を行っていくことができる学校。そんな先生方の姿は，子ど

もたちのモデルです。以下のことに留意して組織力を高め，学力向上に臨んでみてください。 
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共通理解・共通実践を！ 

◇ 子どもたちの実態を分析し，課題をしっかり把握しましょう！ 

◇ 課題解決に向けて具体的な目標を立てましょう！ 

◇ 目標の実現に向けた授業づくりを具体化し，実践していきましょう！ 

①資料の提示の仕方を工夫し，その方法を説明

すること（話すこと・聞くこと） 

②文章や資料から必要な情報を取り出し，伝えた

い事柄や根拠を明確にして自分の考えを書くこと

（書くこと） 

③目的をもち，表現の仕方や文章の特徴に注意

して読むこと（読むこと） 

④辞書に書かれている記述から，語句の意味を適

切に捉えること（言語事項） 

資料１ 「過去 4年間の調査結果からの課題」を踏まえて出題された設問 

資料２ 過去４年間の調査結果からの課題〈中学校国語編〉 

 
（出典）国立教育政策研究所「全国学力・学習状況調査の４年間の

調査結果から今後の取組が期待される内容のまとめ」 

＜学習指導の改善・充実に向けて＞ 

◇先生方も調査問題を解いて，どのような力が必要なの

か再認識しましょう。 

◇正誤だけでなく，誤答傾向や不十分な回答に着目

し，子どもたちのつまずきを把握しましょう。 

◇全職員で学習指導の改善・充実に向けて取り組みま

しょう！ 

平成 28 年度全国学力・学習状況調査 中学校国語Ｂ１三 

資料１は，資料２の過去４年間（平成

19年度～22年度）の調査結果からの課題

③を踏まえて出題されたものです。実生活でも，

ちらしやパンフレットなど資料を用いて書かれてい

るものをよく目にします。実生活のさまざまな場面

に生きて働く力を養うことが求められていると再認

識できます。 



 

 

 

『西部型授業』は，「子ども主体の考える授業」を組

み立てるため，「つかむ・見通す・考える・考え合う・振

り返る」を基本的な学習過程としています。子どもの確

かな学力の定着・向上を図るため，これまであたり

まえのこととして進められてきた指導過程の中には，

忘れてはならない共通事項があります。それらを振

り返ることで，よりよい授業づくりが実践され，子

どもの学力向上につながると考えます。その共通事

項の柱になるのが，『西部型授業』の学習過程です。

今年度も，学習過程に沿った具体的な指導事例をシリ

ーズで紹介していく予定です。 

まずは，日々の授業について

資料３を参考に確認してみてくだ

さい。チェックシートは，「学力向

上のための手びき」に載せていま

す。西部教育事務所ホームペー

ジから簡単にダウンロードできま

すので，ご活用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈事例②〉 

〈事例①〉 

日々の授業を振り返り，『西部型授業』でよりよい授業実践を！ 

西部教育事務所ホームページには，「学力向上の

ための手びき」をはじめ，先生方に役立てていただきた

いアイテムを多数掲載しています。また，他の機関にも

簡単にアクセスできます。ぜひ，ご活用ください！ 

 

西部教育事務所ＨＰ 

http://cms.saga-ed.jp/hp/s-kyoikujimusho/ 

西部教育事務所 北部支所ＨＰ 

http://cms.saga-ed.jp/hp/h-kyoikujimusho/ 

まずは，ここをクリック！ 

資料３ 日々の授業づくり基礎・基本【ﾁｪｯｸｼｰﾄ】 

資料４ 『西部型授業』の具体的な取組例 

学力向上のための手びき 

具体的にわかる 

事例集もあります 

～【つかむ】過程～ 
めあての板書です。全校

で共通して取り組んでい

るので，子どもたちのめ

あての意識化を図ること

ができています。 

～【考え合う】過程～ 
スピーチをしています。周り

の人は，そのスピーチを評

価の視点に沿って聞き，

評価とコメントを記録して

いる場面です。 

http://cms.saga-ed.jp/hp/s-kyoikujimusho/
http://cms.saga-ed.jp/hp/h-kyoikujimusho/

